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P2－32．
セメントレスTHAのポリエチレン摩耗に影
…即する因子の検討
P2－33．
掌握運一時における最高筋酸素消費量の制限
因子
（大学院三年・整形外科学）
○高橋　　翼
（整形外科学）
　　正岡　利紀、小山　尊士、香取　庸一
　　宍戸　孝明、山本　謙吾
（大学院三年・健康増進スポーツ医学）
○藤岡　正子
（健康増進スポーツ医学）
　　木目良太郎、大澤　拓也、下村　浩祐
　　長田　卓也、村瀬　聖賢、勝村　俊仁
【目的】　当科におけるセメントレスTHA長期例の
ポリエチレン摩耗に影響を与える因子を検討するこ
とを目的とした。
【方法】1995年4月から1998年12月半でに当科
で施行したセメントレスTHAのうち10年経過観
察可能であった37例40股、男性5例6股、女性
32例34股を対象とした。原疾患は二次性変形性関
節症36例、大腿骨頭壊死4例、手術時年齢は33歳
から69歳（平均56．8歳）、経過観察期間は9年3ヶ
月から13年（平均11．3ヶ月）であった。使用機種は、
全例Biomet社製でfinned　porous　socket、　PE　linerの
socketへの固定はRingloc　type、骨頭径28　mmの
Bimetric　stemを使用し、ボールはCoCr　28例29股、
ジルコニアll例ll股であった。これらの症例に対
し、X線学的に両股関節正面像をコンピューターに
取り込み、ポリエチレンの摩耗を計測し、手術時年
齢、体重、BMI、　socketのsize、　linerの厚み、傾斜
角などの因子との相関を検討した。統計学的評価に
はピアソンの相関係数ならびにMann－Whitney　U－
testを用い、危険率5％以下を有意差ありとした。
【結果】調査各項目とも、ポリエチレン摩耗との相
関は認めなかった。経過観察中に再置換を施行した
症例も認めなかった。
【考察】　ポリエチレンの摩耗に関与する因子とし
て、Hexloc　typeを使用した場合、骨頭の材質、手
術時年齢、傾斜角、linerの厚みが関与していると
の報告があるが、今回我々の症例では、統計学的に
相関は認めなかった。
　材料の耐摩耗性の向上を図ることで、ポリエチレ
ンの摩耗を減少させ、術後成績の向上が期待できる。
しかしながら、一部osteolysisを認める症例も認め
ており、今後さらなる検討が必要である。
【背景】漸増負荷掌握運動時においてクレアチンリ
ン酸（PCr）は運動強度の増加に伴い減少し、これ
がミトコンドリアの呼吸刺激となることで筋酸素消
費量が増加する。さらに、血流量は最大随意収縮力
（MVC）の25～45％までは運動強度の増加に伴い
増加するが、それ以上の運動強度では頭打ちとなる
ことが報告されている。しかし、PCr、筋酸素消費
量および血流量の動態を同条件で検討した研究はな
い○
【目的】　漸増負荷掌握運動時における筋内PCr濃
度、上腕動脈血流量、筋酸素消費量および酸素供給
の関係を検討することとした。
【方法】　健常成人男性9名（年齢26±5歳、身長
170．9±5．3cm、体重64．2±6．2　kg）を対象とし、
10％MVCから毎分5％MVCずつ負荷を増加させる
掌握運動（1秒収縮／1秒弛緩）を疲労困態に至るま
で行わせた。被験：部位は尺側の右前舟運筋群とし、
磁気共鳴分光法を用いてPCrを、また近赤外分光
法を用いて筋酸素化レベルおよび筋酸素消費量（動
脈血流遮断中の酸素化ヘモグロビンの減少率より算
出）を評価した。さらに、上腕動脈血流量を超音波
ドップラー法を用いて測定した。
【結果】　運動強度の増加に伴いPCrは直線的に減
少した。筋酸素消費量は10％MVCで7．0±1．4倍ま
で増加したが、より高強度では変化しなかった。筋
酸素化レベルは疲労困懲時において安静時と比較し
て有意に脱酸素化が充進した。上腕動脈血流量は運
動強度の増加に伴い増加した。
【結論】　運動強度の増加に伴いPCrの減少が認め
られたにも関わらず、筋酸素消費量の増加は認めら
れなかった。一方、運動強度の増加に伴い筋脱酸素
化が充聞したことより、筋組織への酸素供給が不十
分であったと考えられる。また、運動強度の増加に
伴う上腕動脈血流量の増加が認められたことより、
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活動肢への酸素供給は増加しているが、主働筋への
酸素供給が制限されていた可能性が示唆された。
P2－34．
COPI）症例に対する吸気筋リハビリテーショ
ンの効果
（内科学第一）
　○杉山　憲弘、杉山　伸也、阿部　哲也
　　河野　雄太、吉田　　強、久米　聖子
　横山　智央、大屋敷一馬、瀬戸口靖弘
　COPDでは気流制限、　air　trappingが原因となり肺
過膨張をおこす。そして呼吸困難の誘因となり、
QOLの低下をもたらす。　cOPDにおいて薬物療法
に呼吸リハビリテーションを加えることが呼吸困難
を減少させ運動能力、QOLの改善につながるとい
われている。呼吸リハビリテーションにおいて、下
肢筋力訓練（エビデンスA）に加え、Power
breathe⑭（エントリージャパン社）を用いた吸気筋
力訓練が呼吸困難感の低下・運動能力、QOLの改
善に対して効果を及ぼすか検：黙した。COPD　20名
の症例を2群に分け、最初の4週間Power　breathe
を用いた吸気筋力訓練を行った群と、下肢筋力を中
心とした呼吸リハビリテーションを行った群に、さ
らにそれぞれ次の4週間吸気筋力訓練＋呼吸リハ
ビリテーションを行い、リハビリテーション効果の
有無を呼吸機能、6分間歩行テスト、呼吸困難度、
QOL評価、　PImaxの各パラメーターを測定し解析
した。
P2－35．
マイクロダイアリシスを用いた抗菌薬の組織
濃度測定法の検討
（大学院三年・微生物学）
○添田　　博
（救急医学）
　　田口　博一、三島　史朗、行岡　哲男
（微生物学）
　松本　哲哉
【目的】軟部組織感染において、抗菌薬が充分な作
用を発揮するためには、組織における遊離型の薬物
濃度が重要である。マイクロダイアリシス（MD）
は組織間液の物質を透析の原理を用いて採取する方
法であり、組織間喪中の遊離型薬物濃度を測定する
ことが可能である。今回我々は、テイコプラニン
（TEIC）をモデル薬物として、　MDによる組織濃度
測定法の妥当性を検：討した。
【方法】MDによる回収率の測定：MDの流量を変
化させ、TEICの標準液（25μg／mL）をサンプリング
した透析液と標準液の濃度の比により回収率を算出
した。アルブミン添加が測定値に及ぼす影響の検討：
標準液中のアルブミン濃度を0～4g／dしの間で変動
させ、透析液の濃度を測定した。皮下組織濃度の測
定：救命救急センターに入院したTEIC使用症例に
おいて、投与開始3日目以降にMDによる皮下組
織濃度および血中濃度を測定した。TEICの濃度測
定は蛍光偏向免疫測定法により行った。
【結果】MDによる回収率は、2μL／minで12．3％で
あり、流量が低いほど高値を示した。また、標準下
中のアルブミン濃度の増加に伴い透析液のTEIc濃
度は減少し、アルブミン濃度が4g／dしにおける標
準液と透析液との濃度比は0．15であった。これは、
TEICのタンパク結合率の予測式と良く一致した。
皮下組織濃度は、投与開始4時間に最高値を示し、
以降は血中濃度に伴って低下した。
【考察】MDを用いた遊離型薬物濃度測定法は、軟
部組織感染における抗菌薬の有効性を評価する上
で、有益な情報を提供する方法であると考えられる。
P2－36．
インフルエンザウイルス感染における鼻汁中
サイトカインの検討
（大学院三年・小児科学）
○呉　　宗憲
（小児科学）
　　河島　尚志、柏木　保代、武隈　孝治
　　星加　明徳
【目的】　インフルエンザウイルスは急性呼吸器感染
症の原因として一般的であるが、時として上気道炎
の範囲を超えて脳炎・脳症を引き起こす事が知られ
ている。ウィルスが感染した後に引き起こす各種症
状の機序はいまだ解明されておらず、また重症化や
脳炎・脳症への予測因子に関する検討もこれまで十
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